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　　　　　　集合住宅の通風性能評価に関する研究

　　　　　　その1　単独の集合住宅を対象としたCV洲解析
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　自然通風の利用は省工ネルギーに有効であるが．集合住宅を対象とした通風性能に関する研究は数が少ない

のが現状である。本報では既報螂6）で提案した通風デグリアワーを用いて、集合住宅を対象に、開ロ条件、断

熱材の有無を変化さぜ、CVDH　lB、　GVD田p、　CVDHiTをそれぞれ算出し、集合住宅における通風性能を明らかにする

ことを目的とする。集合住宅のCVD田Tは妻側住戸及び最上階で大きくなり、更に断熱性能に影響を受ける。北

部の都市に比べ南部の都市で、また累積風速が大きくなる都市でOVD田丁が大きくなることが明らかになった。
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　　室内通風デグリアワー　CVDHi，　CV⑪田p　CV醗1丁

騨研究圏的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暖房期間の風向別累積風速を示す。

日本古来の環境調整技術である自然通風を夏季に利用す　　　解析対象住宅は各階4住戸4階建ての片廊下型板状

ることは、省工ネルギーを図りつつ室内温熱環境の改善　　タイプの集合住宅とする。caseO1では妻部分の窓を閉

に有効である。自然通風は様々な要素、条件に大きく影　　鎖、csaeO2では開放し、更に断熱材の有無を変化さぜ

響を受ける。また近年集合住宅の建設が増加し、その需　　る。対象地域は札幌、他台、東京、名古屋、新潟、京

要は今後も見込まれるものと考えられる。しかし、集合　　都、大阪、神戸、広島、高知、福岡の肩都市とする。

住宅を対象とした通風性能の定量的評価に関する研究は数　　2．豊　解析方法

が少ないのが現状である。　　　　　　　　　　　　　　　　図4に室内通風デグリアワーの算出方法の概要を示す。

本研究では、集合住宅モデルを対象に開巳条件、断熱　　　室内外気流分布は、標準k一εモデルを用いた数値

材の有無を変化さぜた場合の集合住宅の通風性能を室内通　　流体解析手法（GFD2000）により行う。基準風速高さは地

風デグリアワー（C欄1）を用いて明らかにすることを目的　　上6．5醗とし、基準風速は3瞭sとする。気象データに

とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、日本建築学会拡張アメダス気象データ（標準年）を

購砺究欝的　　　　　　　　　　　　　　　　　　用い、熱負荷シミュレーションソフトTRNSYSにより

2・1解析条件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　case毎に熱負荷計算を行い、室温．醐τ、湿度を算出

図1に集合住宅の外観パースと住戸番号を、図2に　　する。

各Gaseの解析対象集合住宅モデルの平面図を、表謹に　　　最初に窓閉鎖時（換気回数0。5回／h＞のSET＊③の時問

集合住宅のCFD解析条件とシエルター性能を、表2に　　変化を計算する。次にSET・③において快適範囲の上限

全国／1都市の非暖房期間を、図3に4都市における非　　であるSEτ＊が26℃を超えている時刻を対象に、窓開放
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時の実風速データによる室内気流速度と換気回数を与　　騒解析結果

えたSεT・①を算出し、SET・が26℃を下回る範囲を抽出　　3」居住域羽平均CVDHl了

する。快適範囲の下限値のSa・を23℃として、算出さ　　　図5にGaseO1・断熱材無しの場合の全国11都市の

れた換気回数を与え、気流速度を0．3m／＄とした時の　　集合住宅3Fの各住戸の平均CVD田を示す。

SET・②を計算し、　SεT・③とSεT・②との差を非暖房期間の　　　全ての地域でGV洲lBに比べCVDHlPの値力濁小さく、

非就寝時〈6～23時）で積算した値をCVD田Bと定義す　　CVDHlτ対するCVD田，の割合はどの地域でも概ね20～

る。また麗丁・②とSET・①との差を非暖房期間の非就寝　　⑳％となる。　CV◎田Tは札幌や紬台などの北部の者肺で

時で積算した値をCVD田pと定義する。　GVDH　i　BとCVD田p　は小さく、福岡などの南部の都市で大きい。また累積

の合計した値をCVO田了と定義する。　　　　　　　　　　風速の小さい高知のCVD田丁が小さい・

　定義よりCVD田唇は日射の影響を受ける室内において、　　　いずれの地域でも中間住戸（住戸B，C＞に比べ、妻

通風により室内の熱を屋外に排出する排熱効果を示し、　側住戸（住戸A，D）のGVO田Tが大きい。これは妻側住

CVD田Pは通風によって生じる可感気流による体感温度低　　戸では日射の影響を受け・窓閉鎖時の室温が上昇する

下の効果を示す。CVD田τは室内に滞在する人体に対す　　ことが原因と考えられる。またほとんどの都市で住戸

る通風による室温及び体感温度の低下効果を評価する　　DのCVD田丁が最も大きいが・累積風速の主方向が西の

指標である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸では住戸AのCVDHl丁が最も大きい。

メー札．　　　　＿　　　　　勲全卿都市の非囎購

　　　　　南東面　　　　　　　　　　北西薗　　　　　　　　　新潟

　　図奄集禽住宅モデルの外観パースと住戸番号　　　　　　　京都

4

都市 期闘始日 期間終瞬　　　日数

札幌 6即6日 9月10日 76

仙台 6月12日 9月25日 1◎5

東京 5月7日 栂月1鰯 158

名古屋 銅旧 10月13日 159

新潟 5月29日 唯◎月2日 126

京都 5月8日 裕月13日 1δ8

大阪 5月6日 鱒月1蠣 157

神戸 5月8日 紬月侶日 163

広島 5月旧 壽o月5日 蚕51

高知 5月絡闘 鶴月19日 璽57

福岡 5月8日 唱1月7日 183

図黛　対象住宅モァルの平面図　　　　　　　　　轡／　　　ハ　＼　　　　　轡　　　　　薄
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3．2CVO団丁の分叢＊2　　　　　　　　　　　　　　　抑えられるためと考えられる。また藁京では断熱材を

図6～13に新潟及び藁蒙の各case、断熱材の萄無　　設置することでCVD期丁が大きくなる住戸が見られる。

による各階のCV渕丁の分布を示す・　　　　　　　　　これは断熱材無しの場合には・窓開放時に室内のSεT＊

OV酬丁は全ての条件で下階に比べ上階で大きい。こ　　が快適範囲を越え・CVDHしの算定から除かれた時間が

れは上階は下階に比べ風速が速くなることやB射の影　　あり。それが断熱材を設置することで室温よ昇が郷え

響を受け察温が上昇する事が顧因と考えられる。　　　　られ・塞内の麗丁＊が決適範囲内に入ることが原因と考

新潟では断熱材を設麗することでCVD魏しが小さくな　　えられる。

る。これは断熱材を設置することで室内の温度上昇が　　　caseOlとcase⑪2を比較すると。新潟。東奈共｛こ住β
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翻5　全国鯛都痂の集禽住宅3ドの各綾戸平均C》鰍1（奪齢鱒レ断熱材無し）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・・一翻　　　④

丁胃

　　　　　　　　　む　　む　　ぜり　　きむくラお　ヨむ　ま　む　ゼ　トま

鰯　　　　　　　羅　　麟　　　　　　　　騨

π騨　～ππ
鱒　　　！鰹

よ誠慧　　よ占

π曼π隷　蒙暴ザ膵π熱凝

議蓋二　詩よ占義鑑翻

1Fの平均CVDH㌧365℃h　　　2Fの平均CVD田丁4ア3℃h　　　lFの平均CVD田13ア2℃h　　　2Fの平均CVD削↑486℃舞
　（D　筆F　　　　　　（2）　2F　　　　　　　　　（肇）　3F　　　　　　　　　〈2）　2F

3鴨勾C響・586℃h4F鷹重ICV罪93℃為　3F轡C讐598℃h母F鴨CV罪1°℃h
図6　C＞O綴丁の分窟．（薪潟・ca総0｛・断熱材無し）　　　　図8　CVD躍丁の分布（薮潟・ca鐙02・断熱材無し）

窯π 鷺羅

毒 ゐ

　藝’．

Q講ム惹

騨　　　　　　　灘　　關　　　　　　　霧

贈　　難．睡
署τ買

鵡 ふ

算野縄　　算丁ゼ　Tザ難；瀕

議

瞼轍瓢》　　　　　、　　　　　　　　　鎌“蘂、

　　　　　　　　　　　　　　翁

轟蓋逡　　よ、占　轟蓮嚢

1F卿均CVO既256熾　 2Fの平均CVD騰319℃h　汗癖均CV酬，26。聯　　2F解均CV酬，32ア噛
（筆）　壌F　　　　　　　　　（2）　2F　　　　　　　　　（1）　 1F　　　　　　　　　 （2＞　2F

3F解均cv職362℃h　4Fの平圭勾CVD断紹燭　　3紛鞠CV診§1，脚℃鈴　4Fの軸C棚1，48偽
　（3）　3ド　　　　　　　（4）　4F　　　　　　　 （3）　3F：　　　　　　　（尋）　4F
図フ　C鴨織丁の分筍（薪潟・腺鵠劔・断熱材膚弓）　　　　図9　CVO繊，の分布（薪潟・翰ssO飴断熱材有り）
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8。GではCVD醜はほぼ岡等となるが、住戸Aのではcase◎2　⑥室内のCVD紺丁は風速の速くなる開〔｝部及び通気輪道

の妻側蘭口部付近でCVD織が大きい。これは妻部分の　　　付近で大きくなる。

窓を開放したことで通風性能が良くなったことが原困と　　⑦集合建宅では地域、建戸位置によって通風性能は大

考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きく異なるため、その地域、住芦位置に配慮した通

　住戸内においてはGVD鵬は風速の速くなる開臼部及　　　風計薩が必要であると考えられる。

び通気輪遵付近で大きい。　　　　　　　　　　　　　　＊⇔鷹｛主域とは床上◎。§胎～1．5mの空間平均の値である。

醗　結論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊2）OV蹴の分駕は床上G　5　m～穏mの平均櫨の分布である

①c麟は糠の都市砒べ醗鵬肺で穴きくなる鷹瀦。竈永他「職翻象とした膿鰹内講に関
　傾向が見られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　する研究その壕～3」8本建築学会北陸隻部研究報告集、20G樺

②累積朧の主餉や鍍1こよってG懸［，腰化する．無謡鶏灘懸灘難講攣讐纈弊

③G欄，は下階砒べ上階で大きく・中離戸砒べ潔贈轟∫盤轟霧難蕪藩羅鷲臨瞭
　妻側住戸で大きくなる。　　　　　　　　　　　　　　4＞赤林・佐惣木・坂ロ池「戸建住宅を対象とした蔑轍麟鰐鏡．

④断雑能が翻騰こ講を与えること棚らかと難曝鮮臨鷺灘蒲難犠警灘贈維

なった．　　　　　　　欝糖禰瞭搬欝離毛鵬と聴風性舗1、
⑤妻翻住鐸では開日部を贈やすことでCVO綴丁を大きく　　関する研究その織総」欝本建築学会大会学術講演梗概繋200群

ずることができる．　　　　　　　∴6♂論認課、＿㊨

鐸解均C糊1・3§臨　 2Fの平均cvaHl，482℃賛　控の勅CV9糖4・8℃h　2Fの覇CV脚，506℃h
（竃）　筆9　　　　　　　 （2＞　2F　　　　　G〉　筆F　　　　　　　 （2）　2F

3Fの平均CVD田T　559℃h　　　4Fの平均CV醗i　649℃籍　　　　3　Fの平均CVD田　583℃h　　4Fの平均CV

（3）3F　一㈲腐　　　（3＞扉　　㈲理1爵6ア5℃h
鋼10　GVDHITの分布（東泉・㈱seOレ断熱材無し）　　　図稔　CVDH！Tの分布（東京・caseO2・断熱材無し）

1FDC聾489℃h　2Fの瀦C讐5陥　1Fの吾轡1評℃h　2畔均C　　　　　　　　　　　　　　　　VO田　　557℃h
（〉　　　　　　　　　（2）　2爵

　（3＞3F　　　（4＞4F　　　　（3＞3ド　　　（4）4FT
翻鷲　CVO躍τの分布〈東京・case◎毒・断熱材筍り）　　　図捻　C＞D繊，の分布（東窟・ca鐙◎2・断熱材春リ〉
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